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「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
を
義
務
づ

け
る
制
度
が
12
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
の
制
度
は
従
業
員
が
ス
ト
レ
ス

に
関
す
る
質
問
に
答
え
、
自
分
の
心
の

状
態
を
知
っ
て
精
神
的
な
不
調
に
陥
る

の
を
防
止
す
る
の
が
目
的
。
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
に
よ
る
労
災
認
定
、
自
殺
・
自

殺
未
遂
は
過
去
最
多
に
達
し
た
。
う
つ

病
予
防
に
は
長
時
間
労
働
の
規
制
は
欠

か
せ
な
い
が
、
４
割
の
企
業
が
心
の
ケ

ア
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
。
自
治
体
と

し
て
、
企
業
に
意
識
改
革
を
求
め
る
必

要
が
あ
る
が
、
指
導
す
る
立
場
に
あ
る

我
々
の
職
場
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

17日㈭　道本部拡大闘争委員会（札幌市）
19日㈯　�道本部青年部春闘討論集会（～ 20日、

札幌市）
　　　　�合成洗剤追放北海道連絡会第32回北海道

集会（札幌市）
　　　　�民主党北海道�女性のための政治講座キ

ックオフセミナー（札幌市）
　　　　戦争させない総がかり行動（札幌市）

12月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

標
茶
町
職
・
篠
塚
洋
之
さ
ん
の
作

品
。
戦
争
法
の
次
は
憲
法
改
正
？地方交付税の増額の必要性を訴える、えさき参議

る
に
は
財
源
保
障
が
必
要
。

一
般
財
源
は
本
年
度
水
準
を

確
保
し
、
地
方
交
付
税
も
本

年
と
同
じ
額
を
要
求
す
る
。

【
え
さ
き
】
一
括
交
付
金
の

制
度
設
計
で
は
、
自
治
体
の

裁
量
で
活
用
で
き
る
交
付
金

の
実
現
が
必
要
。
社
会
保
障

関
係
は
国
民
が
等
し
く
安
心

し
て
生
活
で
き
る
た
め
の
基

盤
で
あ
り
、
一
括
交
付
金
に

は
な
じ
ま
な
い
。

【
鈴
木
総
務
副
大
臣
】
全
国

画
一
的
な
保
険
・
現
金
給

付
、
地
方
の
自
由
裁
量
に
寄

与
し
な
い
も
の
は
対
象
外
と

す
る
方
針
。

【
え
さ
き
】
一
括
交
付
金
の

　

国
会
議
員
に
な
っ
て
初
の

国
会
質
問
は
内
閣
委
員
会
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
仲

間
の
代
表
と
し
て
、
地
域
主

権
改
革
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

【
え
さ
き
】
地
域
主
権
を
実

現
す
る
に
は
権
限
・
財
源
・

人
間
の
三
ゲ
ン
が
重
要
で
、

自
治
体
の
体
制
整
備
が
必

要
。
財
政
調
整
と
財
源
保
障

の
た
め
の
地
方
交
付
税
の
増

額
が
必
要
だ
。

【
鈴
木
総
務
副
大
臣
】
自
治

体
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

えさきたかし奮闘記 人の明日を咲かせよう②

参議院内閣委員会での質疑
（2010年10月21日）

配
分
方
法
な
ど
は
十
分
に
地

方
の
意
見
を
聞
き
、
制
度
設

計
に
反
映
す
べ
き
だ
。

一
括
交
付
金
の
創
設
で
現
行

の
交
付
金
総
額
を
削
減
す
る

な
ら
ば
自
治
体
は
財
源
不
足

に
陥
る
。
総
額
は
維
持
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

【
平
野
内
閣
府
副
大
臣
】
一

括
交
付
金
化
で
地
方
の
自
由

度
を
高
め
る
こ
と
で
財
源
を

効
率
的
に
使
え
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
点
は
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。

　

11
月
14
～
16
日
、
青
森
市

で
「
戦
後
の
誓
い
を
忘
れ
な

い
」
を
テ
ー
マ
に
「
第
52
回

護
憲
大
会
」
が
開
か
れ
、
１

８
０
０
人
（
北
海
道
か
ら
１

２
３
人
）
が
参
加
し
た
。

　

福
山
・
実
行
委
員
長
（
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）
は

「
私
た
ち
は
今
、
戦
後
最

大
の
平
和
と
民
主
主
義
の
危

機
、
生
活
の
危
機
を
迎
え
て

い
る
。
安
倍
自
公
政
権
を
退

陣
に
追
い
込
も
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

金
澤
・
青
森
県
実
行
委
員

長
は
、「
戦
争
法
廃
止
に
む
け

た
、
た
た
か
い
の
展
望
を
切

り
開
く
こ
と
が
こ
の
大
会
の

使
命
だ
」
と
訴
え
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
戦

争
法
廃
止
、
立
憲
主
義
確
立
、

憲
法
擁
護
の
た
め
私
た
ち
は

今
後
ど
う
た
た
か
う
の
か
」

を
テ
ー
マ
に
、
戦
争
法
の
問

題
点
や
こ
れ
ま
で
の
た
た
か

い
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
７
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
憲
法
や
安
全
保

障
、
地
球
環
境
な
ど
の
問
題

に
つ
い
て
学
習
し
た
。

　

特
別
提
起
で
は
、
北
海
道

に
お
け
る
「
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
地
層
処
分
反
対
の

取
り
組
み
」
を
は
じ
め
、

「
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
阻

止
」
、「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

の
現
状
と
今
後
」、「
川
内
原

発
再
稼
働
反
対
」、
に
む
け

て
の
取
り
組
み
提
起
が
あ

り
、「
私
た
ち
の
未
来
を
、
命

の
尊
重
を
、
そ
し
て
憲
法

を
、
安
倍
政
権
か
ら
奪
い
返

そ
う
」
と
大
会
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
、
各
地
で
取
り
組
み

を
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

第
52
回
護
憲
大
会

憲
法
を
奪
い
返
そ
う

の
賃
金
確
定
闘
争
の
山
場
時

点
で
年
内
条
例
改
定
・
差
額

支
給
と
し
た
自
治
体
は
５
自

治
体
と
な
っ
て
い
る
が
、
既

に
閣
議
決
定
の
報
道
を
う

け
、
年
内
差
額
支
給
の
判
断

を
し
た
単
組
も
報
告
さ
れ
て

い
る
（
12
月
７
日
現
在
で
、

合
計
10
自
治
体
）
。
条
例
改

定
時
期
が
確
定
し
て
い
な
い

単
組
・
給
与
法
改
定
後
と
し

て
い
る
単
組
に
お
い
て
は
、

こ
の
閣
議
決
定
を
背
景
に
早

期
の
給
与
条
例
改
定
・
差
額

支
給
を
求
め
当
局
交
渉
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
手
当
へ
配
分

さ
れ
た
原
資
は
、
人
勧
準
拠

で
は
解
消
で
き
な
い
た
め
、

そ
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
あ

わ
せ
て
議
論
を
進
め
官
民
較

差
の
解
消
に
む
け
た
協
議
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
閣
議
決
定
、
１
月
４
日
開

会
と
さ
れ
て
い
る
通
常
国
会

で
給
与
法
改
定
が
想
定
さ
れ

る
。

　

し
か
し
、
今
閣
議
決
定
に

よ
り
、
国
家
公
務
員
の
給
与

改
定
に
つ
い
て
２
０
１
５
人

事
院
勧
告
の
内
容
か
ら
値
切

り
・
凍
結
は
さ
れ
な
い
こ
と

が
確
定
的
と
な
っ
た
。
11
月

お
け
る
給
与
法
の
改
正
の
措

置
を
待
っ
て
行
う
べ
き
も
の

で
あ
り
、
国
に
先
行
し
て
行

う
こ
と
の
無
い
よ
う
に
す
る

こ
と
」
と
す
る
10
月
22
日
付

け
給
与
情
報
を
踏
襲
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
閣
議
決
定
を
受
け
、

政
府
は
予
算
策
定
作
業
等
を

進
め
、
12
月
に
改
正
給
与
法

す
。

　

自
治
労
の
顧
問
弁
護

士
事
務
所
が
対
応
す
る

た
め
、
相
談
費
用
は
無

料
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
は
保
障
さ
れ
ま
す

（
自
治
労
関
係
者
の
同

席
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

道
本
部
に
は
、
こ
れ

ま
で
組
合
員
か
ら
、
民

事
・
刑
事
・
労
働
相
談

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
『
組
合
員
お
よ
び

家
族
』
を
対
象
に
、
12

月
19
日
（
土
）
、
法
律

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

　

８
月
の
人
事
院
勧
告
後
、
戦
争
法
案
強
行
採
決
を
は
じ
め
政
治
的
要
因
に
よ
り
店
ざ

ら
し
に
さ
れ
て
い
た
、「
２
０
１
５
給
与
改
定
の
取
り
扱
い
」
が
、
12
月
４
日
の
定
例
閣

議
で
完
全
実
施
の
閣
議
決
定
が
さ
れ
、
総
務
副
大
臣
通
知
が
発
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う

け
２
０
１
５
賃
金
確
定
闘
争
の
山
場
時
点
で
は
、
多
く
の
単
組
で
「
給
与
改
定
時
期
」

が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
期
の
給
与
条
例
改
定
・
差
額
支
給
と
官
民
較
差
の

解
消
を
求
め
全
道
で
交
渉
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

戦
争
法
ノ
次
ハ

憲
法
改
正
ダ

米
国
サ
ン
評
価
シ
テ
ネ

自
治
労
顧
問
弁
護
士
が
対
応

ひ
と
り
で

悩
ま
ず

相
談
し
よ
う

（相談時間はおひとり30分以内）

☎ 011-271-6119
組合員および家族〔対象〕

2015年12月19日（土）
《午前の部》

《午後の部》

10：00～12：30
13：00～16：30

2016道本部青年部春闘討論集会

ところ：札幌市・自治労会館

と　き：2015年12月19日㈯ 13：00～

20日㈰ まで12：00

ところ：札幌市・自治労会館

と　き：2016年１月８日㈮ 13：00

～９日㈯ 12：00

道本部2016国民春闘討論集会

野田　信彦　　加藤　正佳
新井　洋平　　淺野　高宏

弁護士

無料相談ダイヤル

人事院勧告どおり閣議決定
2015

確定闘争

「
早
期
差
額
支
給
」へ
交
渉
強
化

官
民
較
差
の
解
消
を
求
め
る

　

12
月
４
日
政
府
は
、
人
事

院
勧
告
ど
お
り
の
取
り
扱
い

と
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
総
務
省
は
副

大
臣
通
知
を
各
自
治
体
へ
発

出
し
た
。
そ
の
内
容
は
概
ね

昨
年
同
様
で
あ
る
が
、「
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
職
員
の

給
与
改
定
の
実
施
は
、
国
に

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　佐々木直人

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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矢
臼
別
実
弾
演
習
反
対
全
道
総
決
起
集
会

『
た
だ
ち
に
や
め
ろ
』

　

10
月
に
北
海

道
平
和
運
動
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
代

表
に

就

任

し

た
。
何
度
か
新

聞
の
紙
面
で
名

前
を
見
か
け
て

い

る
だ

ろ

う

か
？

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
」
と
思
う
こ

と
が
多
い
。
安
倍
政
権
は
国

民
を
守
る
気
は
あ
る
の
か
と

思
う
。

　

「
経
済
的
徴
兵
制
」の
言
葉

を
目
に
し
た
。
改
正
派
遣
法

な
ど
の
労
働
法
改
正
に
よ

り
、
多
く
の
国
民
は
、
非
正

規
労
働
の
道
を
望
ま
な
く
て

も
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
比
較

的
安
定
し
た
自
衛
隊
の
道
へ

と
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
も
の
だ
。
ま
さ
し
く
「
命

か
生
活
か
」
の
選
択
を
迫
る

言
葉
だ
。

　

先
日
の
「
幌
延
デ
ー
」は
、

30
回
目
の
節
目
を
迎
え
る
集

会
だ
っ
た
。
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
処
分
場
も
政
府

が
適
地
を
選
考
し
て
い
る
。

再
稼
働
推
進
の
現
状
か
ら
地

方
自
治
体
へ
の
強
制
も
心
配

だ
。

　

命
と
生
活
が
こ
れ
ほ
ど
脅

か
さ
れ
る
時
は
、
戦
後
に
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
？
「
ど
こ
に

む
か
い
た
い
の
か
」
そ
の
問

い
か
け
に
政
府
は
答
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
？�

（
山
木
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

じちろう共済制度の必要性を学習した＝11月17日

【
十
勝
地
方
本
部
発
】

　

浦
幌
町
職
は
11
月
17
日
、

十
勝
地
方
本
部
か
ら
田
中
剛

己
執
行
委
員
長
を
講
師
に
招

き
、「
自
治
労
共
済
制
度
の
説

明
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
約

１
時
間
の
話
で
し
た
が
、
そ

の
内
容
は
充
実
し
て
お
り
、

参
加
し
た
30
人
の
組
合
員
は

驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
び
っ
く
り
し

た
の
は
「
弁
当
に
入
っ
て
い

た
エ
ビ
フ
ラ
イ
の
大
き
さ
」

で
は
な
く
、
自
治
労
共
済
が

提
供
す
る
商
品
が
「
少
な
い

負
担
で
大
き
な
補
償
」
を
基

本
と
し
て
い
る
こ
と
に
今
更

な
が
ら
気
が
付
い
た
か
ら
な

の
で
す
。

　

田
中
委
員
長
が
自
ら
の
体

験
談
を
赤
裸
々
に
語
っ
て
く

れ
た
こ
と
で
、
難
し
い
イ
メ

ー
ジ
の
「
保
険
」
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
星
の
数
ほ
ど
あ

る
保
険
は
ど
れ
も
同
じ
で
は

な
く
、「
若
い
頃
に
付
き
合
い

で
入
っ
た
保
険
が
、
保
険
料

に
見
合
っ
た
補
償
が
あ
る
の

か
を
見
直
し
て
み
る
こ
と
が

必
要
だ
」
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

「
そ
う
い
え
ば
、
今
入
っ
て

保
険
の
見
直
し
で
、可
処
分
所
得
を
増
や
す

全
道
総
決
起
集
会
が
11
月
21

日
、
釧
路
市
で
行
わ
れ
、
５

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

同
訓
練
は
、
在
日
米
軍
専

用
施
設
面
積
の
約
75
％
が
沖

縄
県
に
集
中
す
る
な
か
、
沖

縄
県
民
の
生
活
に
多
大
な
被

害
・
負
担
を
強
い
て
い
る
こ

と
を
理
由
に
、
日
本
政
府
・

米
国
が
協
議
し
て
全
国
５
ヵ

所
で
強
行
し
て
き
た
も
の
。

　

連
合
は
こ
の
間
、
沖
縄
県

民
の
生
活
・
生
命
・
人
権
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
現
状
を
打

破
す
る
唯
一
の
道
は
、「
在
日

米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
」

と
「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

見
直
し
」
し
か
な
い
と
運
動

を
進
め
て
き
た
。

　

集
会
で
は
、
連
合
北
海

道
・
出
村
会
長
が
「
今
回
で

15
回
目
に
な
る
矢
臼
別
の
移

転
演
習
、『
た
だ
ち
に
や
め

ろ
』
と
の
思
い
だ
。
安
保
法

の
廃
止
や
沖
縄
辺
野
古
の
た

た
か
い
と
連
帯
し
な
が
ら
、

来
年
の
参
院
選
を
足
が
か
り

に
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い

込
み
、
日
米
地
位
協
定
見
直

し
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
た

か
い
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
強
く
訴
え
た
。

核廃棄物施設中止を求め全道集会

1985年11月28日

集会後は釧路市内をデモ行進し、訓練中止を訴えた

30回目を迎えた「幌延デー」にも多くの人が集まった＝11月23日、幌延町

11.23幌延デー 強行踏査から30回目…

『核のゴミ』は持ち込ませない!!

　

11
月
23
日
、「
幌
延
デ
ー
北

海
道
集
会
」
が
開
か
れ
、
１

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。
こ

の
集
会
は
、
１
９
８
５
年
11

月
23
日
、
幌
延
町
で
核
廃
棄

物
研
究
施
設
の
踏
査
が
強
行

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
今

年
で
30
回
目
を
迎
え
た
。

　

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
山
木
代
表
は
「
川
内
・

伊
方
原
発
な
ど
が
再
稼
働
さ

れ
、
ま
た
核
の
ゴ
ミ
が
増
え

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
国
が

進
め
て
き
た
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
は
す
で
に
破
た
ん
し
て
い

る
。
現
政
権
は
福
島
原
発
事

故
す
ら
究
明
途
上
に
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
原
発
再
稼
働

に
踏
み
切
っ
た
」
と
批
判
し

た
。

　

ま
た
、「
最
終
処
分
場
の
問

題
も
、
政
府
は
日
本
各
地
で

適
合
地
を
選
定
し
、
非
公
開

で
自
治
体
を
集
め
て
の
説
明

会
も
行
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
う
え
で
、「
あ
ら
た
め
て
北

海
道
・
幌
延
に
核
の
ゴ
ミ
を

持
ち
込
ま
せ
な
い
取
り
組
み

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
暴

走
す
る
現
政
権
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
」
と
強
く
訴
え
た
。

　

ま
た
、
30
回
の
節
目
と
な

る
今
回
の
集
会
に
は
、
中
央

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ
め
全
国

各
地
か
ら
参
加
者
が
結
集

し
、
連
帯
と
今
後
の
取
り
組

み
へ
の
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
幌
延

町
内
を
デ
モ
行
進
し
「
幌
延

に
核
の
ゴ
ミ
は
持
ち
込
ま
せ

な
い
」
と
訴
え
た
。

　

戦
争
法
案
の
成
立
直
後
、
安
倍
首
相
は

国
民
に
は
粘
り
強
く
丁
寧
に
説
明
す
る
と

表
明
し
た
。
こ
の
後
は
国
民
生
活
と
地
域

経
済
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
や
沖
縄
問
題
、
新
内
閣
、
漠
然
と
し
た

ま
ま
の
新
三
本
の
矢
や
１
億
総
活
躍
社
会

な
ど
国
民
に
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

議
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
し

か
し
、
秋
の
臨
時
国
会
は
首
相
の
外
交
日

程
を
理
由
に
開
催
し
な
い
こ
と
が
決
定
し

た
。
多
く
の
国
民
は
こ
れ
ら
の
説
明
を
求

め
て
い
る
が
、
首
相
と
政
府
に
よ
る
説
明

は
な
い
。
現
政
権
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、

米
国
、
大
企
業
や
株
主
の
た
め
の
雇
用
・

医
療
・
農
業
の
規
制
緩
和
で
あ
り
、
国
民

の
意
思
や
生
活
に
は
関
心
が
な
い
と
い
う

こ
と
が
明
白
だ
。
地
域
間
や
貧
富
の
格
差

が
広
が
り
、
地
域
と
い
の
ち
が
削
ら
れ
て

い
る
。
一
刻
も
早
い
暴
走
政
権
の
終
息
を

め
ざ
し
、
自
治
労
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

引
き
続
き
た
た
か
い
続
け
る
決
意
だ
。

�

（
11
月
17
日
、
東
京
に
て
）

一
刻
も
早
い
暴
走
政
権
の
終
息

⑦

ささきさん
ささき隆博

　

北
海
道
青
年
学
生
平
和
友

好
祭
実
行
委
員
会
は
11
月
23

日
、
天
塩
町
で
「
11
・
23
幌

延
デ
ー
北
海
道
青
年
女
性
学

習
会
」
を
開
き
、
１
９
６
人

が
参
加
し
た
。

　

福
島
県
本
部
・
佐
々
木
青

年
部
副
部
長
が
「
原
発
事
故

か
ら
４
年
が
経
過
し
た
福
島

の
現
状
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

佐
々
木
副
部
長
は
「
現
在

で
も
約
10
万
人
が
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
賠
償
金

の
有
無
で
、
差
別
・
分
断
が

起
き
て
い
る
。
自
治
体
職
場

で
は
、
多
く
の
派
遣
職
員
を

受
け
入
れ
て
い
る
が
、『
業
務

は
増
大
し
人
員
不
足
』『
メ
ン

タ
ル
疾
患
で
休
職
・
退
職
す

る
仲
間
が
増
え
て
い
る
』」
と

述
べ
た
う
え
で
、「
仲
間
の
変

化
に
気
づ
け
る
関
わ
り
が
大

切
。
福
島
で
起
き
た
こ
と
は

他
人
ご
と
で
は

な
く
、
身
近
な

問
題
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
重

要
」
と
強
調
し

た
。

　

在
沖
縄
海
兵
隊
の
矢
臼
別

移
転
実
弾
演
習
に
反
対
す
る

　

そ
の
後
、
斉
藤
実
行
委
員

長
（
道
本
部
青
年
部
長
）
が

「
福
島
で
起
き
て
い
る
差
別

や
分
断
は
『
福
島
だ
か
ら
起

き
て
い
る
』も
の
で
は
な
い
。

職
場
で
困
っ
て
い
る
仲
間
に

目
を
む
け
、
助
け
合
う
こ
と

が
重
要
」
と
集
約
し
た
。「全道集会」でデモ行進

する青年部の仲間

1986年８月31日

深層ボーリング調査強行に抗議し開か
れた集会には、1600人が集まった

1986年11月６日

深層ボーリング調査のため資材をヘリコプタ
ーで搬入。ピケ隊を力で排除する機動隊

ボーリング現場での座り込みのようす

1986年９月１日

幌
延
デ
ー
青
年
女
性
学
習
会

福
島
の
現
状
は
他
人
事
で
は
な
い

い
る
保
険
っ
て
ど
ん
な
保
険

だ
っ
た
か
な
？
」
と
、
あ
ち

こ
ち
で
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
こ
の
説
明
会
が

組
合
員
に
と
っ
て
可
処
分
所

得
を
増
や
す
き
っ
か
け
と
な

り
そ
う
で
す
。（
浦
幌
町
職
・

書
記
長
・
井
上
亨
）


